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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 12月 5日 (2007.12.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

　
前 記 吸 収 材 を 圧 縮 し 、 圧 縮 さ れ た 前 記 吸 収 材 の 圧 縮 率 が 上 流

側 か ら 下 流 側 へ 徐 々 に 増 加 こ と を 特 徴 と す る 液 体 誘 導 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ガ イ ド 面 が 、 下 流 側 へ 徐 々 に 細 く な る テ ー パ 状 に 前 記 吸 収 材 を 圧 縮 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 誘 導 部 。
【 請 求 項 ３ 】

下 流 側 が 上 流 側 の 鉛 直 下 方 向 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 液 体 誘 導 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 収 材 は 、 下 流 先 端 部 の 保 水 容 量 が 他 の 部 分 の 保 水 容 量 よ り 小 さ く な る よ う に 形 成
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ に 記 載 の 液 体 誘 導 部 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 収 材 は 、 下 流 先 端 部 が 尖 っ た 形 状 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４
に 記 載 の 液 体 誘 導 部 。
【 請 求 項 ６ 】

前 記 吸 収 材 の 下 流 先 端 部 を 絞 る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 液 体 誘 導 部 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 記 録 媒 体 に を 吐 出 し て 記 録 す る 記 録 装 置 で あ っ て 、
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 液 体 誘 導 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る

記 録 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】

　 被 噴 射 媒 体 に 液 体 を 吐 出 す る 液 体 吐 出 ヘ ッ ド と 、
　 前 記 被 噴 射 媒 体 を 支 持 し 、 且 つ 、 前 記 被 噴 射 媒 体 か ら 外 れ て 吐 出 さ れ た 液 体 を 受 け る 溝
を 有 し 、 当 該 溝 に 前 記 液 体 を 吸 収 す る 液 体 吸 収 材 を 装 着 す る 被 噴 射 媒 体 支 持 部 と 、 を 備 え
た 液 体 噴 射 装 置 の 液 体 誘 導 部 で あ っ て 、

前 記 被 噴 射 媒 体 支 持 部 は 、 受 け た 液 体 を 廃 液 部 へ 誘 導 す る ガ イ ド 面 を 有 し 、
前 記 ガ イ ド 面 は 、 装 着 さ れ た

す る よ う に 構 成 さ れ て い る

　 前 記 ガ イ ド 面 の

　 前 記 ガ イ ド 面 は 、 絞 り 機 構 を 備 え て い る
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 液 体 誘 導 部 及 び 該 液 体 誘 導 部 を 備 え た 記 録 装 置
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 達 成 の た め 、 本 発 明 の 液 体 誘 導 部 で は 、 被 噴 射 媒 体 に 液 体 を 吐 出 す る 液 体 吐 出
ヘ ッ ド と 、 前 記 被 噴 射 媒 体 を 支 持 し 、 且 つ 、 前 記 被 噴 射 媒 体 か ら 外 れ て 吐 出 さ れ た 液 体 を
受 け る 溝 を 有 し 、 当 該 溝 に 前 記 液 体 を 吸 収 す る 液 体 吸 収 材 を 装 着 す る 被 噴 射 媒 体 支 持 部 と
、 を 備 え た 液 体 噴 射 装 置 の 液 体 誘 導 部 で あ っ て 、 前 記 被 噴 射 媒 体 支 持 部 は 、 受 け た 液 体 を
下 方 へ 誘 導 す る ガ イ ド 面 を 有 し 、 前 記 ガ イ ド 面 は 、 装 着 さ れ た 前 記 吸 収 材 を 圧 縮 し 、 圧 縮
さ れ た 前 記 吸 収 材 の 圧 縮 率 が 上 流 側 か ら 下 流 側 へ 徐 々 に 増 加 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 一 つ の 材 料 か ら 形 成 さ れ た 液 体 吸 収 材 を 用 い て も 、 前
記 液 体 は 毛 細 管 現 象 に よ り 上 流 か ら 下 流 へ 確 実 に 誘 導 さ れ る の で 、 前 記 液 体 の 流 動 を 促 し
て 廃 液 の 処 理 を 効 果 的 に 行 う こ と が 、 面 倒 で 煩 雑 な 作 業 を 行 う こ と な く 実 現 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 液 体 誘 導 部 で は 、 前 記 ガ イ ド 面 の 下 流 側 が 上 流 側 の 鉛 直 下 方 向 に 形 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 毛 細 管 現 象 に 加 え 、 重 力 の 作 用 に よ り 、 前 記 液
体 の 流 動 を 促 進 し て 廃 液 の 処 理 を 更 に 効 果 的 に 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 液 体 誘 導 部 で は 、 前 記 ガ イ ド 面 は 、 前 記 吸 収 材 の 下 流 先 端 部 を 絞 る 絞 り
機 構 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 絞 り 機 構 等 に よ り 下 流 先
端 部 を 絞 る こ と に よ り 、 液 体 吸 収 材 に 吸 収 さ れ た 液 体 を 廃 液 部 側 へ よ り 確 実 に 誘 導 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 達 成 の た め 、 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 で は 、 被 記 録 媒 体 に イ ン ク を
吐 出 し て 記 録 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 で あ っ て 、 上 記 各 液 体 誘 導 部 を 備 え た こ と を
特 徴 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 各 作 用 効 果 を 奏 す る 記 録 装 置 ま た は 液 体 噴 射 装 置 を 提
供 す る こ と が で き る 。
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